




1.研究目的 

初年度(52 年度)は,おもに小児尿路感染症の頻度・臨床症状・ならびに検査・診断法につ

いて報告した。 

53 年度においては,上記の点につきさらに研究をすすめ,また小児・成人尿路感染症の実態

について,全国的規模の集計を行ない,その成績につき報告し,かつ尿路感染症の診断基準

を設定した。本年度(54 年度)は,統計的観察の集計をさらにすすめ,かつ,従来より報告さ

れた成績を基盤として・小児尿路感染症の設定を研究目的とした。 


